
 

1 

 

社会福祉法人 雄仁会 令和４年度事業計画 

 

＜事業環境＞ 

 

 令和３年末には、日本国内においては沈静化が見られたコロナウイルス感染であるが、オ

ミクロン株の発生と供に、再び感染者数は上昇傾向にあり今後の動向は予断を許さない状

況です。感染防止を最大の目標とし、経済活動に制限を加えた場合においては社会に大きな

影響が出ることが予想されます。令和３年度、当法人は幸いにも、コロナウイルスによる業

績への影響は大きなものではなく安定した経営をすることができましたが、今年度は不測

の事態への準備もこれまで以上にしていかなくてはと考えております。 

 今年度においても少子化という世の中の基調は変わらないものと思います。当法人にお

いても令和３年度はこども園においては利用児童数が減少しております。なないろ園にお

いては定員を満たす状況には至っていません。放課後児童クラブにおいては、牛島教室では

利用児童数が増加しておりますが、３教室を合わせると定員にはまだ空きを残す状況であ

り、利用児童数を増やしていかなければなりません。少子化の中、利用児童数を確保するこ

とは厳しい課題でありますが、利用者に選ばれる施設になるよう努力してまいります。 

 保育教諭も不足している状況に改善はありません。そのような中、国でも保育教諭の確保

のため賃金の３％引き上げの施策を打ち出しております。 

当法人では、令和４年度に向けて新卒者の採用試験を行い５名の保育教諭を採用するこ

とができました。働き手の立場を考慮した就業条件を打ち出したこと、また研修に来た学生

に当法人の施設は働きやすい環境であることや働き甲斐を感じることができる職場である

ことを理解していただいた結果と考えております。また北都銀行事業所内保育所は令和３

年度をもって、利用者数の減少を要因として閉鎖いたします。北都銀行事業所内保育所で働

いていた職員は、当法人組織に配置されます。各施設において人的な余裕が生まれることか

ら、更に働きやすい環境となり、保育の質の向上につながるものと考えております。このよ

うな環境は今後も続くものと捉えており、これまで以上の努力が求められるものと考えて

おります。 

 

 

 

 

 

 

 



 

2 

 

＜事業内容＞ 

 

 １ 社会福祉事業 

    ⑴幼保連携型認定こども園 

     ① あおぞら幼保連携型認定こども園 

     ② 幼保連携型認定こども園あおぞらなないろ園 

    ⑵放課後児童健全育成事業受託施設 

     ① あおぞらコミュニティー児童館 

     ② あおぞら児童クラブ牛島教室 

     ③ あおぞら児童クラブ四ツ小屋・御所野教室 

 

 ２ 継続事業内容 

    ⑴あおぞら幼保連携型認定こども園 

     ① 通常保育 － 保育（１・２・３号認定児童） 

     ② 補助事業 － 延長保育 

              一時預り事業（幼稚園型、秋田市クーポン含む） 

              休日保育 

              病児病後児保育事業（病後児型） 

              障害児保育事業 

    ⑵幼保連携型認定こども園あおぞらなないろ園 

     ① 通常保育 － 保育（１・２・３号認定児童） 

     ② 補助事業 － 延長保育 

              一時預り事業（幼稚園型、秋田市クーポン含む） 

              病児病後児保育事業（体調不良児型） 

              障害児保育事業 

    ⑶あおぞらコミュニティー児童館 

              通常保育・延長保育・一時預り保育 

    ⑷あおぞら児童クラブ牛島教室 

              通常保育・延長保育・一時預り保育 

    ⑸あおぞら児童クラブ四ツ小屋・御所野教室 

              通常保育・延長保育・一時預り保育 
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事 業 計 画 

 

 

Ⅰ 長期事業計画 

 

 １ 平成３０年度策定「１０年長期事業計画」 

  ・あおぞら幼保連携型認定こども園園舎修繕計画 

 

   園舎は平成１４年１０月に竣工し１９年が経過しています。将来において園舎の改

修等の必要が見込まれることから、令和１０年に改修時期を見込み、予算規模は５千

万円を想定し計画したものです。毎年５百万円を積立し、１０年間で資金を準備しま

す。令和３年、外壁の劣化が顕著となってきたため、外壁の修繕を令和４年度に実施

したいと計画しています。予算規模は９百万円程度を見込んでいます。 

 

 ２ 令和３年度策定「５ヵ年長期計画」（令和３年度～令和７年度） 

  ・幼保連携型認定こども園あおぞらなないろ園園舎及び敷地内整備計画 

 

   平成３１年度より新規事業としてスタートした幼保連携型認定こども園も３年が 

経過し、園舎については実際に幼児教育・保育を行い運用していく中で、設備等の追 

加整備が必要となってきています。また敷地内については、教育・保育目標が達成さ 

れるような環境（樹木等植物との触れ合い、自然物で遊べる環境）も整えていきたい 

と考えています。整備の詳細は令和３年度に詳細な計画を作り、５年間を目途に園舎 

及び敷地内の整備等を行なっていくものとします。 

 

  ⑴実施済み 

   ①駐車場舗装工事 

   ②グラウンド、なないろ畑の整備 

  ⑵令和４年度事業 

   ①フェンス取り付け工事 

   ②大型遊具整備事業 

  ⑶令和５年度以降 

   ・前年度実施状況を踏まえ、新たな計画に基づき実施していきます。 
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Ⅱ 中期事業計画 

 

 １ あおぞら幼保連携型認定こども園 

  ⑴幼保連携認定こども園教育・保育要領の具体的実践と展開（教育・保育の質の維持

向上を目指す） 

＜実施計画＞ 

   期間 令和４年４月 1 日～令和６年３月３１日 

   目標 令和４年度  

①自己評価の実施と評価項目を理解する。（５，６月） 

       ②評価改善の展開と意識の定着化を図る。（１０月迄） 

       ③第三者評価を受診する。（１１月下旬） 

      令和５年度 

       ①教育・保育に関する評価項目の結果を受けた改善を模索する。（通年） 

       ②内部研修と公開保育の実施（内部研修５月～１０月の内間隔月２回 

        公開保育１１月） 

       ③念か実践の評価（要請訪問１１月） 

 

  ⑵園庭環境の整備と活用（２ヵ年計画） 

    令和３年度設置した大型遊具及び新たな園庭スペースの活用を目的とした展開を

図る。 

＜実施計画＞ 

   期間 令和４年４月１日～令和６年３月３１日 

   目標 令和４年度 

       ①大型遊具の設置（１２月迄） 

       ②園庭活用計画の協議（通年） 

      令和５年度 

       ①新たな計画での園庭の活用（通年） 

       ②計画・活用における評価反省 

         『園庭に関わるヒヤリハットの作成と健勝』 

         『園庭・遊具の活用による運動機能の発達・効果』（１２月迄） 
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 ２ 幼保連携型認定こども園あおぞらなないろ園 

  ・園バスの購入と車庫の建築 

＜実施計画＞ 

   期間 令和３年４月１日～令和５年３月３１日 

   目標 現在使用している大型バスが老朽化してきたことから、新しい園バスを購入

する。また園バスを長く使用するためにバス車庫を建築します。 

      バスは、現在のバスよりも小型のものに切り替える計画です。予算はバス購

入費と車庫建築費で１５百万円を見込みます。 

     （バス購入費 ８百万円 車庫建築費 ７百万円） 

 

Ⅲ 単年度事業計画 

 

 １ あおぞら幼保連携型認定こども園 

 

  法人理念及び保育理念・保育基本方針・保育目標に基づき、幼保連携型認定こども園 

における教育・保育を行います。継続するコロナ禍（第５波）の中でも、昨年度の教

育・保育対応での苦慮や反省を生かして、保護者や児童の安全を第一にしながら継続的

かつ発展的保育実践に取り組みます。特に満 3 歳児以上の小学校就学前児童についての

教育・保育では地域との関わりを持ちながら施設環境を生かした実践を行います。野外

活動で培い育成される経験を意識した実践に取り組みます。 

 

＜重点施策＞ 

 ⑴幼保連携型認定こども園の教育・保育実践における「質の確保」に視点を置き保育

教諭としての力量を高めるために「第三者評価基準」を継続受審すると共に、内部研

修や公開保育を継続的に行います。 

 

  ①第三者評価基準受審 

    研修内容・時期     

自己評価の実施と評価項目を理解する。評価改善の展開と意識の定着化を図

る。第三者評価を受審する。（１１月下旬予定） 

 

   ②内部研修と公開保育 

     時期・対象 

     ５月から１０月迄に隔月実施とし計２回程度：全職員対象として行う。 

     公開保育は地域関係者を含めて１１月中旬実施予定とする。 
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 ⑵地域子育て支援拠点施設としての認識を持ち、これまで培った教育に係る知識を、

広く施設内外へ発信していきます。新たな子育て支援活動及び地域連携を模索しなが

ら、公共の福祉向上へ寄与します。また地域貢献と地域連携の意識を持ち仁井田地区社

会福祉協議会と連携した取り組みを継続するとともに地域福祉施設、地域小学校、町内

会等の諸活動に積極的に参加していきます。 

 

  ⑶学校関係者評価の実施と改善への取り組みを継続して実施します。 

 

   目標 令和３年度評価より上回る実績を目指します。具体的には委員の評価と共に

職員自己評価の満足度を向上させます。 

 

＜事業運営＞ 

   昨年度、一昨年度のコロナ禍の状況を鑑みながら、一定数以上の事業実績の獲得を 

目指します。 

 

  ⑴入所児童の確保 月平均 総員 １４５人 

              1 号認定 １５人 ２・３号認定 １３０人 

  ⑵特別保育事業（補助事業）の前年実績の確保 

   ①延長保育事業       １時間延長    月平均 ６人以上 

   ②一時預り事業（幼稚園型） 年間利用累計人数 ３，０００人以上 

   ③一時預り事業（一般型）  年間利用累計人数   １００人以上 

   ④休日保育事業       年間利用累計人数   １３０人以上 

   ⑤病後児保育事業      年間利用累計人数   ２０１人以上 

  ⑶経費の削減、設備、備品の購入は必要性の確認を行い最小限にします。 

 

２ 幼保連携型認定こども園あおぞらなないろ園 

 

  法人理念及び教育保育理念・教育保育目標に基づき、小学校教育への円滑な接続に向

けた教育・保育の一層の充実のために、子どもの主体的な活動を促し、乳幼児期にふさ

わしい生活が展開されるように環境を構成し、子どもが発達に必要な体験を得られるよ

うな教育・保育を行います。 

  子どもの育ちを保護者と共に喜び合う子育て支援と、地域の子育て支援拠点施設とし

ての自覚を持ち、地域の保護者に対する積極的な子育て支援を推進します。 
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＜重点施策＞ 

 ⑴「卒園までに育てたい子供の姿」（教育・保育目標）が「環境を通して行う教育及び

保育」の実践と整合性が図られているか明らかにし、「なないろ園の実践」を取りまと

めると共に、「第三者評価」を受審し自園の取り組みを客観的に評価していただき、幼

児教育、保育の「質の確保」を目指します。。 

  実施内容 

   ①幼児教育、保育の「質の確保」の為、「第三者評価」を受審します。 

   ②あおぞらなないろ園の特色である「散歩」を、年齢ごとのつながりが把握できる

ような「散歩マニュアル」を作成します。 

   ③年間を通して実践されている「遊び」を子どもの姿、保育者の関わりも含め見え

る化していきます。 

 ⑵野外活動（実体験）を充実させるための取り組みを進めていきます。 

  実施内容 

   ①園外環境の整備として畑・花壇の土台作りを子どもと一緒に計画的に取り組みま

す。 

   ②園児の祖父母から必要な知識、知恵を学ぶため、貴重な人的資源としての活用の

取り組みを進めていきます。 

 ⑶地域子育て支援活動を行います。 

  実施内容 

   ・子育て支援拠点施設の観点から、広く「子育て相談」及び「園行事」への参加を

呼びかける広報活動を展開し、参加者を増加させることで地域ニーズの情報収集及

び情報発信に努めてまいります。 

 

＜事業運営＞ 

 ⑴入所児童の確保 総員 １０６人 

  ① 1 号認定   月平均 １３人 

  ② ２・３号認定 月平均 ９３人 

 ⑵特別保育事業（補助事業）の補助実績の確保 

  ① 延長保育事業 ⅰ早朝延長  月平均 １人以上 

           ⅱ１時間延長 月平均 ６人以上 

  ②一時預り事業（幼稚園型） 年間利用累計人数 ２，９００人以上 

  ③一時預り事業（一般型）  年間利用累計人数    ２０人以上 

 ⑶病児保育事業（体調不良児対応型） 看護師１名の配置 

 ⑷経費の削減 
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 ３ あおぞらコミュニティー児童館 

 

＜重点施策＞ 

  ⑴月平均児童数 ４５人の確保 

   ①秋田市放課後健全育成事業の変更と改正に伴い、１クラスの定員を４５名程度と

定め、更に週５日利用、週 6 日利用の児童との契約に変更になります。 

   ②これまでの実績を踏まえながら保護者のニーズを取り入れ、他施設との差別化を

図りながら児童クラブの保育、行事等の活動を行っていきます 

   ③牛島教室、四ツ小屋・御所野教室の職員との連携、話し合いを進めながら、資質

向上等の研修に参加し、学童保育の質の向上を図り、児童に伸び伸びと多様な社会

体験や遊べる環境作りに取り組み、心身の成長及び安定が図れるようにします。 

 

＜事業運営＞ 

  ⑴従前実績と今年度の目標 

   ①令和２年度    月極契約平均児童数  ３７，４人 

   ②令和３年度見込み 月極契約平均児童数  ４７．２人 

   ③令和４年度目標  月極契約平均児童数  ４７．０人 

  ⑵アンケートを行い児童及び保護者のニーズを分析し保育活動に反映させます。 

⑶広報活動に力をいれ、あおぞらコミュニティー児童館の PR に努めます。 

 

 ４ あおぞら児童クラブ牛島教室 

 

＜重点施策＞ 

  ⑴施設内外の環境整備をし、児童が過ごしやすい動線作りや空間作りをします。また 

保育材料（児童書、玩具、保育教材等）の内容を見直し、児童の成長に繋がる施設環 

境を整えます。 

⑵地域交流を増やします。令和３年度はコロナウイルスの影響で実施できなかった町 

内会行事（城南坂ウォーキング）への参加を実現し、地域と連携した避難訓練も行い 

ます。 

⑶研修へ積極的に参加し、職員間で周知、連携する中で保育の質の向上を図ります。

また３施設（コミュニティー児童館、四ツ小屋・御所野教室、牛島教室） 

での情報共有もしっかりと行っていきます。 
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＜事業運営＞ 

・令和４年度目標  月極契約児童数 月平均 ４８人 

  参考 令和２年度実績  ４４．４人 

     令和３年度見込み ４８．５人 

 

 ５ あおぞら児童クラブ四ツ小屋・御所野教室 

 

＜重点施策＞ 

 ⑴令和３年度よりなないろ園の卒園児が入所しており、今後も継続的に受け入れでき

るよう、長期休みを中心になないろ園との交流機会を増やします。 

  ⑵学校の振替休日の計画は、高学年の児童がいることからコロナ感染状況に配慮しな

がら、電車や公共バスを利用する行事を計画します。また高学年の児童には計画する

楽しみを経験してもらう機会を作ります。 

  ⑶隣接するなないろ園との合同の避難訓練や防犯訓練を引き続き実施していきます。 

 

＜事業運営＞ 

・令和４年度目標  月極契約児童数 月平均 ４５人 

  参考 令和２年度実績  ３３．９人 

     令和３年度見込み ３３．５人 

以 上 


